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傳言を拙者に懇願いたし候
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、人生は味ふべきなり
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生活の至味も悟得致し候























































れ い こ う
光信
し ん に ょ
女といふ。予が家の墓所は新
潟市西
に し ぼ り
堀なる瑞
































いとのきて	 けさをくるしと	 かすかなる	 そのひとことの	 せむすべぞなき
山鳩の	 とよもすやどの	 しづもりに	 なれはもゆくか	 ねむるごとくに
あひしれる	 ひとなきさとに	 やみふして	 いくひききけむ	 山鳩のこゑ
やすらぎて	 しばしいねよと	 わがことの	 とはのねむりと	 なるべきものか
いたづきを	 ゆきてやはせと	 ふるさとの	 いなだのかぜを	 とめこしものを
やみほそる	 ながてとりもち	 まがつひに	 もえたつやどを	 いでしひおもほゆ
ふみよむと	 ただにこもれる	 わがいほに	 はべりてすぎし	 ひとよかなしも
うつしよの	 ひかりともしみ	 わかきひを	 わがやどいかに	 さびしかりけむ
*ひとのよに	ひとなきごとく	 たかぶれる	 まづしきわれを	 まもりこしかも　
*いくたびの	わがいたづきを	 まもりこし	 なれなかりせば	 われあらめやも
*いたづきの	われをまもると	 かよわなる	 ながうつせみを	 つくしたるらし
*わがために	ひとよのちから	 つくしたる	 ながたまのをに	 なかざらめやも
ひとみなの	 はばかるわれに	 つつまざる	 ながことのはの	 すがしかりしか
くみいでて	 ひとにすすめし	 ひとつきの	 ちやにさへこめし	ながこころかも
をのこごに	 うまれたりせば	 ひたすらに	 ひとつのみちに	 すすみたりけむ
あひしれる	 わかびとつどひ	 いつのひか	 われをかこみて	 なをことなさむ
わがやどに	 しじにとひこし	 わかびとの	 なすなからめや	 ながたまもみよ
山鳩は	 きなきとよもす　ひねもすを	 ききてねむれる	 ひともあらなくに
ひかりなき	 とこよののべの	 はてにして	 なほかきくらむ	 山鳩のこゑ
ひとりゆく	 よみぢのつかさ	 こととはば	 わがともがらと	 のらましものを	
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気分みなぎり居る点がよろしきにて候























































































































す う だ い
代の
荒
こ う は い
廢を重ね、今は窓
そ う ぜ ん
前草
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生學




















































































































くわんおんの	だうのいたまに	 かみしきて	 うどんのかびを	 ひとりほしをり
かたはらに	 ものかきをれば	 ほしなめし	 うどんのひかげ	 うつろひにけり
かどがはの	 いしにおりゐて	 なべぞこの	 すみけづるひは	 くれむとするも
*このごろの	わがくりやべの	 つたなさを	 なれいづくにか	 みつつなげかむ
のきしたに	 たちたるくさの	 たかだかと	 はなさきいでぬ	 ひとりすめれば
にはあれて	 はえひろごれる	 やまぶきの	 えださししのぐ	 はぎのはなぶさ
うゑおきて	 ひとはすぎにし	 あきはぎの	 はなぶさしろく	 さきいでにけり
あきふかき	 みだうののきに	 すごもると	 かやにはねうつ	 はちのむれみゆ
*ひそみきて	たがうつかねぞ	 さよふけて	 ほとけもゆめに	 いりたまふころ
*うらにはの	しげきがもとの	 あらくさに	 こぼるるひかげ	 みつつかなしも
みゆきふる	 ふゆをちかみか	 わがかどに	 ひにはこびこし	 そまびとのしば
わがかどに	 いくひはこびて	 そまびとが	 つみたるしばに	 あきつたちたつ
そまびとの	 つみたるしばに	 わがかどの	 さくらのしたば	 いろづきにけり
ひとりすむ	 みどうのにはに	 つどいきて	 むらびとさわぐ	 しばかうらしも
むらびとは	 おのもおのもに	 しばかひて	 つみたるのきの	 あたたかにみゆ

































































































































































































































































































　そのさい、PISA（Programme	 for	 International 	 Student	
Assessment）リテラシーとキー・コンピテンシー（key	competencies）
との関連を意識した試行的な道徳授業の実践研究としては、「手品師」を資
料として、長岡市立大積小学校第6学年児童に対して山畑浩志教諭によっ
て行われた授業、第5学年児童に対して山﨑鋼教諭によって行われた授業
があることを記した。
　幸いにも、この試行的な授業の成果をもとに、平成24年度から山畑教
諭、山﨑教諭がともに所属する中越道徳教育研究会（岡村秀康会長）とと
もに共同研究を実施する体制が整った。
　本稿では、この共同研究の取り組みの一貫として、「PISA型」の道徳授
業を構築していく上での理論的な前提と、現時点での読解リテラシーを育
成するための道徳授業の基本パターンとして考えられる「意見文」を用い
た授業の枠組みとその課題を述べる。
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